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目標空間イ メー ジ の 編集に よる ま ちづ く り協議 ツ ー ル の 開発 に 関する研究

　　　　　　　　　　　　
一建 替えデザ イ ン ゲ

ー
ム に よる景観形成手 法の 開発一

　　　　　　ASTUDY 　ON 　DEVELOPMENT 　OF 　DESIGN 　CONFERENCE 　TOOLS
　　　　　　　　　　　　　　　　　BY 　INTEGRATING 　GOAL 　IMAGE

　　　　　　　　　　　
− Development 　of 　the　method 　for　community 　design　conference
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The　purpose　of 　this　paper　is　to　clarify 　the　effectiveness 　of 　Image 　Types 　embodied 　through 　the　developing　process　of
community 　design　tools　based　on 　the 　residents

’
　goal　images．

The　conclusions 　are ；

（1）The　goal　images，　collected 　from　39　individuals，　show 　how　their　views 　on 　community 　design　are 　shared 　and

inlerrelated．

（2）Image　Types　obtained 　by　integrating　the　characteristics 　of 　individuals「views 　can 　be　applied 　as　a　dcsign
c。 nference 　tool　to　embody 　goal　images．

（3）When 　employed 　with 　simulation 　systems 　at　a　community 　design　conference ，　Image　Types　build　a　consensus
among 　the　residems 　about 　t血eir　goal　images．
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1．は じめ に

1− 1　 研 究の 背景 と目的

　本研究 は、住 民の 主体的な まちづ くり活動 に よ る 改善型 の 市街地

更 新を 進め る た め の 支援手 法 を、シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン
・
ゲ
ー

ミ ン グ技

術 D を中核 に して 開発す る こ と を 主眼 と して い る。

　 「旧 市街地」 （D と呼 ばれ る歴史 的市 街 地 の多 く で は、近 世 の 都市

基 盤 の 上 に 市街化 が進 行 した た め、住 環 境 の 改 善や モ
ー

タ リゼ
ー

シ

ョ ン へ の 対応、ま ち の 再活性化等、多 く の まち づ く りの テ
ー

マ を抱

え て い る   。そ の ため土地区 画整理 事 業等 によ り大規模な 基盤整備

を実施 し、歴史 的文脈 を断 ち切 っ て 市街地更新 を試 み る ケ
ー

ス が 存

在 するが、別 の 方 法 として 特 に地方都 市の 場合 に は、町家 や 蔵等 の

歴 史的資源 を活用 しっ っ 徐々 に基盤整 備 と市街地 の更新 を 進め る改

善 型の まちづ くりが試み られ て い る2〕。この 場 合 に 必 要 と さ れ る の

は、住民が数少な い 歴 史的資源 等 に 生活 ・文 化的 価 値 を発 見 し、そ

れ を 継承 しつ つ 新 たなイ メ
ー

ジ を創造 す る た め の 対 話 を行 い、目標

空 間像の 合意形成 を進 める こ とで ある。しか し伝 建地 区等 を 除 く大

多数 の 都 市 に お い て は、現在 の都市空 問に秩 序は 乏し く、その 結果

住 民が描 く 目標空 間像 は パ ラパ ラで あ り、合 意形成 を 図る こ とは 困

難で ある。先進的 な地 区 で は 「まち づ く り協 定 1 の締結等 が 行わ れ

て い るが、まちづ く りに係 わ る主体が対 話を 繰 り返 しな が ら創造的

な 「協議」 を行 う仕 組み がで きて い る もの は 少な い   。つ ま り住民

が 共 有可能な 目標空 間燉 を示 す 「協 議ツ
ー

ル 」 の 開発 や 、協議手法

の 確立 が 課題 と な っ て い る。

　
一

方で 、ワ ー
ク シ ョ ッ プ （以 下 ；WS ） 方 式 に よ る参加 型 まちづ

く りの 支援手法 として、目標 とす る 空間 を 視覚的 に認識 し、まちづ

く りにお ける役割 を 疑似体験する 、シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ・ゲー
ミ ン グ

に よ る 「建 替え デザ イ ンゲー
ム 」 （以 下 ； デザイ ン ゲー

ム ）が 開発

さ れ て い る 3）4）．既往研 究で は、デザ イ ンゲー
ム に よ っ て 導 出さ れ

る 住民 間 に お け る 「目標 空 間 イ メ
ー

ジ 」 （以 下 ：空 間 イ メ ージ ） の

相互編集 プ ロ セ ス は解 明 され て い る。しか しデザイ ン ゲーム を継 承

した 協議手法 と ．住 民 が描 く空間 イ メ
ー

ジ を 編集 して 安定 した都 市

空 間 の コ ン テ クス トを 形 成 して い る 「イ メ
ー

ジ タ イ ブ」 と い っ た 具

体 的空間を 示す協議 ッ
ー

ル の 開発 が 課題 と な っ て い る 5）。

　そ こ で こ れ らの 課題 の 解決を 目指 し本研究 で は、改善型 の 市街地

更 新まちづ くりが進行 しつ つ ある 地 区 を研究対 象 と して デザ イン ゲ

ーム を実 施 し、住民が描 く空間イ メ
ー

ジ を収 集す る。そ して 空 間イ

メ
ージを編集する こ と で、ま ち づ く り協議 ツ ール の 1 つ とな るイ メ

ージ タイ プの 開 発 を行 う。そ の 開 発 過程 を分 析する こ と に よ り、イ

メ
ージ タ イ ブの 具 体化 と ま ち づ く り協 議 にお け る イメ ージ タイ プの

効果 に つ い て 明 らか に す る こ と を 目的 とす る。
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1− 2　 デ ザ イ ン ゲーム の プロ グ ラ ム

　デ ザイ ン ゲ
ー

ム は 「具体的 空間の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 」 と 「まちづ

く りの 疑 似体験 j の 2 っ を柱 と して 構 成 され る （図一1）。具体 的空

間 の シ ミュ レ
ー

シ ョ ン と は、縮 尺 1／leo の 「都 市建 築模型 」 ゆ の 小

型 CCD カ メ ラ映 像 に よ る シ ミ ュ レーシ ョ ン シス テ ム を用 い る も の

で ある。住民 自 らが 建物模型バ
ー

ツ 等 を組 み替 え、カメ ラ映縁 に よ

り人の 視 線の 高 さ か ら模型上 の 空 間 を認識 で きる こ とが特 徴で ある

  。一
方、まちづ く りの 疑似体験 とは、プ ロ グラム に従 い カードや

パ ネル等 の ツ
ー

ル を使用 す る ゲー
ミ ン グ技術 6｝を用 い る もの で あ る。

まちづ くり に 関係 す る様々 な 主体 が各々 の 役割 を疑似体験 で き る こ

と が 特徴 で ある 7｝。

　 デザイ ン ゲーム は、図
一2に 示 す よ うに 様々 な ゲー

ム ッ
ー

ル を プロ

III

ー

〜

デ ザ インゲ ーム
F
一一一

　
一｝一｝｝　　

1共 体 的空 間の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン lr
一

蘿評「
1． 」．

デザイ ン ゲーム を継承 した市 街地 更新 の協 議 手法 1
一 一
デザイ ン ゲ＿ム の

丶

灘攤 錨 ｝ 協議 ツ
ール

1
協 議 シ ス テ ム

llIli

　　 　 都 rlf建築 模型

シ ミ ュ レーシ ョ ン シ ス テ ム

III
協 議組織

空 聞 イ メ
ー

ジ の

共 有 度 と闘係性
の 解 明　（3 章）

協議 フ ロ
ー

IIIllIIl

空 間 イ メ
ー・

ジ の 編
集 に よ る イメ

ー一
ジ

タイプ の 提示
（4 章〕

i

ノ

I

l

．、．．．．、．∠．イ．  ジタ イプ

器嚥 詈鴛　……

IIiデザ イ ンゲ．一ム を継

承 し た協議手法 の 検
討 （5 章）
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図一1 デ ザ イ ン ゲーム の 構成 と研究 の 組立
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　 攤 　 　 　tU

成 黒の 課衝

目標 と建膂え完成模型と

　 の 整含 性 をチ ェ ッ ク

　 　 街区像の確認

■ プロ グラ ム の 概要

チ ェッ ク シート

全 体 で意 見交換

役割 ：「地 権者 役」 「コン サル タ ン ト役 ll

参加者は各仮想街区 に分か れ、仮想街 区の

概要につ いて の説 明 を受 け、街区特性 の機
要 につい て把握 す るg
地権看役は r敷地決 定カード1 によリ建替

える敷地を決定する。また 「まちづく りを

警 え る会の 目標カ
ー

ド」 を選択 して建替え
の 方針 を決め 、そ の 内容 に つ い て 発表 し合

う こ とに より全員で 目標を共有して い く．

　 　　 　 　 　 　 　　 〔司会 ：筆者 らの研 究室）

　 「まちの 情報 の理解 ・共有」 で は具体的 デザイ

ンを作成 するに 当た り．参加者 が戸惑 うこ とな く

自由にイメ
ー

ジして 意見交換が で きる よう対 象地

区 の 街 区構造 を分 析 して 典 型的 な 構造 か ら成る

「仮想街区」 を 3 通 り作成 し、そ の 模型上でデザイ

ンゲ
ー

ム を行 う。都市 建築模型の 縮尺は 1／100で．
ベ
ー

ス とす る仮 想街 区模型 の 大き さは 約 1mXlm

で あ る、1 回の デザイ ンゲーム で 5 人 〔5組 ）の

地 権 者 役 を設 定す る こ と が で き る 。「ま ち づ く りの

國標 の設 定」 で は ．5 枚の カ
ー

ドか ら地 権 者 役が

選択 し、目標 を決定 する 。また 「空間像 と 生 活 像

の デザイ ン 」 で は、カードツ
ールに 基 づき、コ ン

「き っ かけカード」 によ り．建物の建替 え

を始 め．司 会者 がゲ
ー

ムの 進行状況に合わ

せ提示する 「メ ッセ
ー

ジカ
ー

ド」の 内容を

選択し、建物 の 規 摸や用途を決定して い

く。また建 賢 えの詳 細 な判 断 につ いて は．
コ ンサル タ ン ト役 に相 談 しなが ら決 定 して

いき 、作成 した聖 間 に つ い て は院時小型
GCD カメラを使用 して 視綜の 高さか ら見

て．視覚的に評価 して い くこ とに よリ、そ

の空間を微修正 して いく。
一

通 リ建替え が完 了した と こ ろで、司会が

提示 する評 価 視点に従い将 来像を評 価 して

い くz参加者は他の 参加弯な どの評 価 を参

考 に建 替 えの修正 を行 い．最終 的な 街区将

来像を完成する。

デザ イ ンゲ
ー

ム の 様子

サル タン ト役の ア ドバ イス を参 考に しなが ら建替

え を進め，作成したものを CCD カ メラを使用 し

て ．人の 視線の 高さか ら空間イメ
ー・

ジを確認す るv
「成果の評価」 で は 司会が 評価の 視点を設定 し、そ

れに 従い 空間イ メ
ージを確認 して い った。 模型 の 小型 CCD カ メ ラ画像

図一2　デザ イ ンゲー
ム の プロ グ ラム
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グラ ム に従 っ て 使用 し、「まち の 情報 の 理 解 ・共有」 か ら 「ま ち づ

く りの 圏標の 設定」、「空間像 と 生活 像の デザ イ ン 」 と、2 時間 程度

の 時間で 段階的 に 進行 する 。将来 の 生 活イ メ
ージ を 描きなが ら具体

的な 空 間イ メ ージ を作成す る こ とが で きる C6）。

1− 3　 研究の 方法 と研 究対象地 区の 概要

　市街地更新 まちづ くりが進行 して い る 旧市街地 で あ る、福島県二

本松市竹田 根崎地区c7）を研究対象地 区 とす る 8） （図一3）。

　二 本松市 は、中通 り地方 の郡 山市 と福 島市 の ほ ぼ中間 に 位置 する

入 口約 3万 6 千 入 の 城 下 町 都 市 で あ る。竹 田根 崎 地 区 はか つ て の 町

人 地 で 、中 心 市 街 地 に含 ま れ て い るが 商 店街 の 衰退 と 人 口 の 減少、

高 齢 化 少 子 化 が 著 しい。反 対 に都 市 化が 緩 慢で あ る た め、街 区内部

に 土 蔵 が 比 較 的 多 く残 っ て い る（8｝。

　 こ の 地区 の まちづ くり活動 の 経緯 を表一1に 示す。地 区 の 中央 を東

西 に走 る県道 の 拡幅整備計 ndi（9）を契 機 として 、商業的活性化や 人 口

の 回復、景観 の 改善等 を 目的に、平成 5年頃か らまちづ く り活 動が

始 ま っ た。平 成 9 年に ま ちづ く り協議会 で あ る 「竹 田根崎 ま ち づ く

り振興 会議」 （10） （以 下 ：振 興会 議）が発 足 し て ま ち づ く り活 動 が

活 発化 した。平成 11年度 に は県道整備 事業の 用 地買 収 が始 ま り、同

時 に K 川 の 改 修工 事 と河 川管 理 用 道 路の 整備 （11）も始 ま っ た。更 に

図一3　二 本松市 竹田根崎地区

表一1　ま ち づ く り活 動の 経緯
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　る ま ちづ く り NPO
※ 2　 TN ア ベ ニ ュー一・クラ
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同年 11月 に は 「HOPE 計 画推 進事 業」 〔12｝によ り、市 内在住 の 建築

士か ら成 る ま ちづ く り組 織 と して 「住宅研究 会」 （13 ）が 活 動 を始 め た。

　筆者 らの 大学研究室は 平 成 10年度か ら ま ち づ く り に 係わ り始 め た

（1’Oe 福 島県 と二 本 松 市 の 支 援の も と、県道 の 街路デザ イ ン の 策定 を

主 な 目的 と して、「目標 イ メージ ゲーム 」 と 「街 路空間デ ザイ ン ゲ

ー
ム 」 9）と い う

一
連 の WS を 開催 した。以k の よ うな まちづ く りの

経緯 を継承 して、平 成 12年 度 に県道 沿道 の 街区 を対象 と して デザ イ

ン ゲー
ム を 開催 し、ま ちづ く り協議 ツ

ールの 開発 を行 っ た 1［））。

　デザ イ ンゲー
ム を含め た

一
連の WS は、県道沿道 の 空店舗 を活 用

し た 「ま ち づ く り拠 点」
10

で 振 興 会議 が主 催す る 形 で 開催 した。
「ま ち づ く り拠点 」 は振興 会議が 平 成11年 6 月 に 開 設 ・運 営 して お

り、二 本松市や 筆者 ら の 大学研究 室が運 営 を 支援 して い るq5 ）。

　研究 の 組立 を 図
一1 に示 す。デザ イ ンゲー

ム を継 承 した 市街地更 新

の 協議手法 は、協議ツ
ー

ル と協議 シ ス テ ム か ら成 る も の とす る 。イ

メージ タイ ブ と は、協議 ツ
ー

ル の 1 つ で あ り、空間 イメ
ー

ジ を編集

して 安定 した都 市空 間の コ ン テ ク ス トを 形成 して い る もの で あ る。

本研究 で はデザイ ンゲー
ム を実施 し、イ メ

ー
ジ タ イプ の 開発 を行 う。

最 初 に協議 ッ
ー

ル に関す る 分析 と して 、住 民が 描 く空間イ メ
ー

ジ を

抽 出 ・収集 す る （2 章）。収集 した 空 間イ メ
ー

ジ の 出現 数 と 連関 に

っ い て 分析す る こ とで、空 間 イ メ
ー

ジ の 共 有 度 と関係性 に つ い て 明

表一2　デザィン ゲー
ム の 参加者
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・
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凡例　 ・rデザイ ン ゲー厶 で の 役割と敷地 （番地） ・職種詮定 」 の欄 の 敏字は r番塘」 を示す．・
注）　 ・r＃加者」及び 「まちつくリ協議のシミ ュ レ

ー
シ ョ ン WS 亅 の欄　 ．　 。t− 、は現実に所有する

　 　 敷地とほぼ同じ条件の敷地 〔番地）の地権者 Gだ っ た こ とを示す．
　 　

・「参加者 の 職業」 の 欄 の 「O 」 は 「県 適 淌 道 の 現 実 の 地 権者 」 で あ る こ と を 示す．
　 　

・「※ トmm 」は、ト肝 計爾推進事業の WS 参加者であることを示す、
　 　 ・「XFPPEIt 直 1 は、　 m モ計画推進事菜の コ ンサルタントである こ とを示す。

ら か に す る （3 意）。そ の 分 析結果 を基 に 空 間 イ メージ を 編集 して

イ メ
ー

ジ タイ プ を提示 する （4 章）。次 に 協議 シ ステ ム に 関 す る 分

析 と して 、デ ザ イ ン ゲーム を継 承 し た 協 議手 法 に つ い て 検 討 す る

（5章 ）。最後 に、まち づ く り協 議に お けるイ メ
ー

ジ タイ プの効果 に

つ いて 明 らか にす る （6 章）。

2．デ ザ イ ンゲーム の 実施 と空間 イ メ ージの 収 集

　 本 章で は、．デザイ ン ゲー
ム の経過 と結果 を分析す る こ と に よ り、

住民が 描 く空 間イ メ
ー

ジ につ い て 抽 出
・
収 集す る。更 に 空 間イ メ

ー

ジの 相互 の 影響 につ い て 分析 す る。

2 − 1　 実施 したデ ザイ ン ゲ
ーム の 概 要

　デザ イ ン ゲーム は 平成 12年 7月 下 旬 か ら 3 日間 に わ た り計 7回実

施 し 、40 人 の 地 区 内の 住民 を 含む 50人 C16〕が参 加 した （表一2）。参

加者 は建替 え を シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ンす る 「地権 者役」 と、建替えの ア

ドバ イ ス をす る 「コ ン サ ル タ ン ト役1 （以 下 ； 「コ ン サ ル役」）に大

き く分か れ た。「地権者役」 は 基 本 的に 各 回 5 人で 、参加者が 多い

場 合 には 2 人 組 にな り、「敷地 決定 カ
ー

ド」 で 担 当す る敷 地 （番地）

と職種設 定 を 決 定 した。「コ ン サ ル 役 」 は 各 回 1 人 で 、「振興会 議」

が 参加 を 要 請 して 「住 宅 研 究 会 」 が 7 回中 5 回務 め た。

　ま た 実施す る に あ た り、参加者が 県道沿道 の 街 区特性 を均等 に 参

照 で き る よ う に 、「T 街区 亅 「N 街 区 」 「S 街 区」 の 3 つ の 「仮 想街

区 」 を設定 した （17｝。デザイ ン ゲーム は こ の 3 つ の 「仮 想街 区」 を

順 番 に使用 し、図
一2の プ ロ グ ラム に従 い 進行 した。

2 − 2　 デ ザ イ ン ゲーム の 経過 と結果

　デザイ ン ゲーム の 経過 の 例 と して 「1 回 目 （7／29夜
・T 街 区 〉」

の 場合 を図
一4に 示 す。「コ ンサ ル 役 」 を対 話 の 中 心 と して 、「2番 地

と 3番地 の 地権者役」 が始めに 建替 え を行 い 、そ の後 「4番 地 の 地

権者 役」、「1 番地 の 地 権者役 」、「4番 地 と 6番 地 の 地 権 者役」 と、

カードッ
ール や 司 会進行 に従 い 順 番 に模型 を 動か し建替 え の シミ ュ

レーシ ョ ン が 進行 して い っ た。そ して、住民 が 作成 した 1つ 1つ の

空 間像 で ある 「個々 の空 間イ メ
ー

ジ」 が、相互 に影 響 を与 え なが ら

「街区将来 イメ
ージ」 （］8）が完成 して い っ た。

　他 の 6回 の 場合 につ い て も、「コ ンサ ル 役」 を 対話 の 中心 と し て

「地権 者役」 が 模型 を 動 か し 建替 え の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン が 進行 し て

い っ た。結果 と し て 「T 街 区 」 と is 街 区 」 が 各 2 つ 、「N 街 区 」

が 3 つ の 合計 7 つ の 街 区 将 来 イ メ
ー

ジが 完 成 した。

2 − 3　 空間イ メ ー
ジの 収集 と相 互 の 影 響

　全 7 回 の デ ザイ ンゲー
ム は ビ デオ で 経 過を記録 し（19｝、図一4の 様

な 形で 記 録を 取っ た。そ れ と最終的 に完成 し た 街区将来イ メージ と

を 分析 し た 結果 、99個の 「個 々 の空 間イ メージ」 を抽出 ・収集す る

こ と がで きた 。「個々 の 空 間 イ メ
ー

ジ 」 は 図
一5に 示す通 り、住民 が

模型 を使 っ て 作成 した 具 体的 な 目標 空 間像の CCD カ メ ラ 画 像 と 、

作成時 の発 言 内容 を 要 約 して 抽出 した。

　 「燗 々 の空 間 イ メージ 1 の 中に は ほ ぼ 同様 の イメ
ー

ジ が存 在 し、

そ れ ら を統 合 し た結 果、表一4に 示す よ う な39 個 の 空間 イ メ
ー

ジ と

して 整 理 す る こと が で き た。こ こ で は そ れ を 「大項 目」 と 「小 項 目」

を設 けて 整理 した。

　 ま た既 往研 究で は、空間イ メージ は参 加者の 関心領域 に基 づ き、

建替 え の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン過 程 に お い て 「発 展」 「対 処」 「置 換」

f連結」 の 4 つ の 連関パ タ ン で 相互 に 影響 を与え合 うと して い る （20）。
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司 　僉 ⊇ ン サ ル 役
・τ W 地 権者 役 　 1 番地 ，E．Y． 地権 者 役 　 2番 地　 HK 地 権者 役 　 3番地 　 MS 地 権者 役 　 4 蚤 地 ：KA 地 権者 役 　 6 番 地 　 MK ．

建督 え の イ メ ー
ジ は つ
メ ッセージ カー
ドあ り

2，3 番地 は
？

土蔵がある敷地

奥をど うす る

か ？

4 蜑地は ？

1番地は 〒

6 番地「ま？ メ ツ

セ
ー

ジ カ ード あ

リ

K 川沿 い の 景覯

に つ い て 爵 え ま

し よ う．

県道沿い に休憩

で き る と こ ろ は

あるか ？

狭 い 敷地は採光を確保 する

工 夫 が 必要

車 を 2 台 駐 軍 す る に は 5m

は セ ソ ト バ ソ ク が 必要

セ ノト パ ック し 過 ぎ る と 向

か い の お店 が 巡 く な る

部 分 的 に ビ n テ イ駐 朝 律
す る 方 法 も あ る

土蔵を何に利用す るのか
つ

敷 地 が 広 い の で 、建物 の 龕
置 を 工 夫 し た 方が よ い ．

古 い 町家で珍 しい が、生盾上不 便 駐車場 を つ くりた い ．あとは景観 2 番地と同 じよ うにセ ットバ ノク ・衷か ら裏が見 えるよ う に し．土蔵

な の で 全 面建替 え の 予定．　 　 　 に ついて配慮 するn　 　 　 　 　 すること は難 し い。　 　 　 　 　 を活 用 ，駐軍 場 は 隣を借 リ る ． 店 の 前 に 駐車 場 がな い と 困 る 。
　 メ ッ セ ージ カ ード 【3 番地 に 共 同
レ

建 督 え を 申 し 込 む 　　　　 ．．

i
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雖 展 2
　 　 亠一
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了
一一欝鑼 ：・縫鞭韃

K 川沿いに 遺が で きれ ば土蔵 も生

きる．

「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 副
一舮t

敷 地の中が見えすぎ る の もどうだ　　　　　　　　　　　　　「一一．．　一一
ろうか ？

卜

羅 蕚・灘 臆 輜 織継 知藍搬 窮琶
囁

護
‘
定藤 鱒篦韈覦 き臨 1．、

T ：4・瞼軍場の噸 に ：1麗 ，た 本
を お審ξ編緲 るよ うな憩 いの

tS鏃 ：繃 贓 ぎ騨 鎹 櫛 麩壤．
内彰魅 黙鱗 驪 う、脳 蝋 鐸

　　　　　　 旨一”
　 　　 　 ；　l

　
窖
対処　　1発 凪

　l　　　 l　　　　　　幽

勲 ’i嫌 撚 瀦蘓 黼 構 ；1萋F
爍 薦蝋 灘 難 懸 鷲

4 番 地 の 店 の m に は ．今 も 人 が 集 讐
まって い る ． 瓢 暴嬲 鑼鰡鶚 ←

一一＿ 丿
。。

で 色る蜜う にするザAS4

｝ww −t

　騒

完成 した 「街 区将 来 イ メ
ー

ジ」の 配 置図

図一4　デザイ ンゲー
ム の経 過 と 連 関 の 分 析 の 例 （1 回 目 ： T 街 区）

図一5 「個 々 の 空間 イ メ
ー

ジ」 の 抽 出 の 例

表一3 「個 々 の 空 間イ メージ 亅 と連関の 数

側 セ の 空 間 イ メ
ー．

ジ の
’

個 々 の 空 間

イ メ
ー

ジ 連結 対 処 合計

第 1 回 上8　　　　　 82 監 11

第 2 回 12　　　　　 91010
第 3 回 上 4　 　 　 　 　 92o11

第 4 ・ 12 正11012

デ
ザ

イ

ン

ゲ

ー

ム

塵2　　　　　 91 工 11第 5 回

・
　 6 口 11　　　　　 9009

第 7 ・ 2092213

合 計 99　　　　 649477
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表一4　空間イメ
ー

ジと 「個 々 の 空 間イ メ
ー

ジ i と の 対 応、及 び出現数

大項 闘
空 間 イ メ

ー一
ジ

小 項 目
記 号 内　 容 協 調

個 々 の 空 聞 イ メ ・一ジ 出現数 小 計 合 計

Al 県
「

沿 い に に ぎ わ い を
’广
出す る　 ミ

．
を つ く る 。 N3gslo 2に ぎわい

A2 店 の 前 に は 萄 ｝を 並 べ て 、通 り の に ぎわ い づ くりをす る． N36 13
休 ．ス ペ ース A3 バ ス 　などの 人 が 　ま る と こ ろ に ，ち ょ っと し た休 憩 ス ペ ー一ス を つ く る． S22 1

A4 県 道沿 い の 景 観 に配 1 し 、看板 などを協調 したデザ イ ン にす る ． oN24r1
−
23

県 道 沿 い の 雰 囲 気
・

建 物 景 観

デ ザ イ ン ・壁 面
位 置

A5 同士 で 　物 の 壁 面 を
1
え た り、同 じよ う な 栄 　気 の もの に する 。 oNl6T3 「

1  主SI7S25
嗣

A6 同 じ建 　 を 吏用 す る な ど し て 整 っ た 景 観 に す る 。 ○ N12 8
セ ッ トパ ッ ク A7 県 道 沿 い の 3 ．建 て は ．セ ッ トバ ッ ク して 圧 迫感 を 和 ら げる 。 QN3 ．Nl7 、S8 ．N31 「 4

A8 街 路 　 幅に かか る店 棟は 建替え るが 、町
．
家 の 主 家 部 分 は 残 す 。 T10 丁 21

町家 の 再現
A9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齟
木 材 や 建 具 を 再 利 　 す る こ と で、町 家風 の 建物 を再 現 す る。 TlL ．Sll 2420

Alo 歴 史 的 資
馳

で あ る
．
ヒ蔵を お店な どに 改修 し て 活 用 す る 。 N10 、N18N4LSI4 ，Sl8 ．S206

歴 史 的 資 源 の 活 用
土 蔵 の 利 用

Al1 歴 史的 資源で あ る 二L 蔵 を ギ ャ ラ リ
ー

や ま ち づ く り拠点 として 活用す る ． T7 7
上　 があ る景 観 A12 気 の 良 い 路 地 や 庭 を つ く り．ゴニ蔵を L て

．くしめ る よ う に する 。 oT6T8T27 　Sl2 4411
A13 地 人 肖 の 静か な と こ ろ に 仁 ・

をっ くる 。 N28T25T26 こ住宅 の 配 置
・

つ く り方
A1 ．L み そ 　が 冷 め な い踊 　で 齎 　 と

一一
緒 に ．｝定む． N37 　T28

A15 家 事 とお 店 の こ とを両 立で きる よ う な 住 居 と 店 の 配 隅 に す る 。 S7 6
高　 差 利 A161 の 高　

．
差 を 活 用 ず る 。 N26 　T5 22

A17 採
’・

通 　を 　
［
軋す る た め に　　を を　 す る。 Tg．T12 ．S19 3

住 居 の考 え 方．建 物
の 建 て 方

採光 ・通 風 の

確保 AIS 採 光や通　を
ー
　 る た め に 中 庭 や 天 窓 を つ く る 。 NI5Tl 5

A19 県
1帶

と K 拝 沿 い に建 　を た て ．．地 中聞
’・に 静かな 「

庭 を つ く る 。 S6
中 庭 や 通 り抜 け

通 路
A201 吐 ［：の 　地 で 中庭 を

驢
F號 させ る 。 N11 ，N41S21

A21 の 　 に抜 け る こ と が で き る 通路 や 庭を つ くる 。 N2S1 ，SgS23 48
プ ラ イ バ シ

ー A22 生 垣 を つ く る こ とで 乏線 をさ えぎ り 、プラ イ バ シ
ー

を 守 る N38 　T16 223
A23K 川 沿 い に喫 茶 店 な ど の お 店 を つ く り、歩 い て楽 しい 通 りに す る 。 oN4 ．N6N7 　N42 ．T19 齟

用 途 ・雰 囲 気
A24K 川 沿 い の落 ち　

．
い た 雰 開 気 の と こ ろ に

．
　 所 を つ くる 。 N27 6

A25K 川 沿 い は建 物 高 さ を低 くす るな どし て 、凰 　 に 配慮す る 。 ○ N29　N34 ，N43K 川沿 いの 雰囲気 ・
景観 景観 ・緑 化 A26K 川 沿い に は 庭 を つ く り　 化 す る ． N5　N30 ，T20

A27K 川 沿 い の 　
1

地 　 に 桜 を植 えて 　 並
一
を つ く る ． IOT29 7

休 、ス ペ
ー

ス A28K 川 沿 い に、休 憩 し た り立ち謡 がで きる よ うな 広 場 を つ く る ．　 　 　 　 iNl9 ．T30 215
A29 県道 沿 い に共 同駐　場 を つ く り，そ の 1古 り に もお 店 を つ く る ． 10NgN35T22
A30 入 口 を 共 有 す る な ど ．駐 車場 を協調 して つ くる。 501Nl3

τ2，T24 ，Sl3 、S24
位置 ・

っ く り方 A3 且 蓮物 の 1 階」分を部分 的 に後退 さ せ て駐 車 場 を っ く る 。 N14T ／3
駐 車場の 考 え方 A32 県 　 ｝い の 景観 に 覗 し．敷地 の　 に駐 ．を つ く る 、 O 　 Nl 1

八 33K 川 沿 い に 駐 　　　を つ く る 。 N33 12
A34 の

．一
部 に 、ち ょ っ とした　 い の場 を つ く る 。 T14Tl8 2付 加 価 値

A35 ペ ン トを 開 ・する こ と が で き る 、広 場 の よ うな 主車場 を つ くる。 N32 315
A36 雰 囲 気 の 良 い 路 地 や 小径 を つ く り．回遊性 を高め る。 ○ N8 ．N20 ．T 且5、S16 4

回 遊 性
A37 艮

贈
か ら K 川 沿 い の 酋 へ

ー
り抜 け る こ と が で き る　　 を つ くる 。 N22　N23 26街 区や まち 単位で の

提案 敷 地 形 状 　 善 A38 ゴ地 の 交 換を し て ．敷 地 形 状 を
齟
い や ず く す る． ○ N25　N4D 22

樹木 の 　存 A39 広場 を　化 す る に あ た り 、現 在 あ る 樹木 を 保存 し た り、　 植 した りす る 。 N21 ，T17 2210
合 　 計 ※ 949494

凡 例 ・注） ※ 1個 々 の 空間 イ メ
ー

ジ 」 の 合計 が 94個 にな っ て い る は、IS2 、S3．S4．S5 ．S15 」の 5個 を 除外 し て い る ため であ る ．・「S2．S3．S4．S5，Sl5」は、県道 沿道 に あ る 病 院 に 対 す る 空間 イ メ ージ で あ っ たた め．．一般 的な も の で はな い と 判 断 し除外 し た。・「
個 々 の 空間 イ メ

ー
ジ 」 の 記 号の 先頭 の ア ル フ ァ ベ ッ ト Tt 　 「N 」　 「S ／

一
は ．仮 想街区 の

「
丁 街 区 」　 「N 街 区 ．／ IS 街区 」 の もの で ある こ とを示 す．・

協 調の 欄 の
「O ．は ．協 調 して 建替 え る 、また は

「．
県 道沿道街 区 全体 でつくる も の 、と い う空 間 イ メ

ー．
ジ で あ る こ と を 示 す 、

そ こで本研究で も、空間イ メ
ージの 相互 の影響に つ いて デザイ ン ゲ

ー
ム の 経 過を 分析 し、以 下 の 3 つ の 連 関 パ タ ン に よ り整理 し た（21）。
・「発展」 ： 空間 イ メ

ー
ジA か ら発 展 し て 、そ れ に付 加 ・強化 する

形で 空 間イ メ
ー

ジB が提示 され る。
・「対 処」 ：空間イ メ

ー
ジA に 生 じる 不具 合 を 解決す る た め に、新

たな空 間イ メ
ー

ジB が提示 され る。
・「置換 」 ： 空間イ メ

ージ A の 代替案 と して 空 間イメージBが 提示さ

れ、置 き換え られ る。

　図一4中に 分析の 例 を示 す。金 7回 の デザイ ン ゲー
ム に つ い て 分析

した結果、fir3に 示す よ うな 空間 イ メ
ー

ジ の 連関が 存在す る こ と が

分か っ た 。

2 − 4　 小結

　全 7回 の デザ イ ン ゲー
ム の 経 過 と結果 を分析 した結果、99個 の

「慨 々 の 空 間イ メ
ー

ジ 」 を 抽出 ・収集 す る こ とが で きた。そ して ほ

ぼ同 様 の も の を 統合 し た結果、39個 の 空間 イメージ として 整理す る

こ とがで き た 。ま た 空間 イ メ
ージ の 相互 の 影 響 に つ い て 、「発 展 」

「対 処」 「置換」 の 3 つ の 連 関パ タン に よ っ て 整理 す る こ とが で きた。

3．空間 イ メ ージの 共有度 と 関係性

　 本 章 で は ．空 間イ メ
ー

ジ の 出現数 に つ い て 分析す る こ と に よ り、

空 間 イ メ
ー

ジ の 共有度 につ い て 明 らか に する。次 に連 関 に つ い て 分

析 す る こ とに よ り、空 間イ メージの 関係性 に つ い て明 らか に す る。

3 − 1　 空 間 イ メージの 出 現数 と共 有度

　空 間イ メ
ー

ジ の 出現数 は 表一4 と図一6に 示す通 りで あ り、そ の数 が

多 い も の ほ ど住 民 間 の 共 有 度 が 高い と考え られ る 。出現数は 多い も

の で 6 回 が 1 つ （AIO ）、5 回 が 3つ （A5 ，A23 ，A30 ）、4 圃 が 4 つ

（A7 ．A12 ，A21 ，A36 ） あ っ た。

　地 区 の 街区 内に比 較 的多 く残 存す る土蔵の 有 効活用 （A10 ） は、

住民 の 間 で 最も 共有度 が 高い 空 間イ メージで あ り、「土蔵 を 見て 楽

しむ （A12 ）」 と い う間接的 な 活用 に つ い て も 共有 度が 高 い 。県 道

沿 い の景観形 成 に つ いて は、「建物の 雰 囲気 を 同 じもの に す る （A5 ）」

「3階 建 て は セ ッ トバ ッ クする （A7 ）」 の 共有度 が高 く、「町 家 の 再

現 （A8．A9 ）J も 合 計 で 4 回 と共有 度が 比較 的高 い 。　 K 川 沿 い につ

い て は、「歩 い て 楽 し い 通 り （A23 ）」 の 共有度 が高 く．「景観 に配

慮す る （A25 ）」 「緑 化 す る （A26）」 も 3 回 と共 有度が比較 的高 い 。

駐車 場 に つ い て は、「入 口 な どの 協調 （A30 ）1 の 共 有 度 が 高 く、
「共 同駐車場 （A29 ）」 も 3 回 と共有度が 比較 的高い。住居 の 考え 方

に つ い て は、「敷地奥へ 抜 ける通路 の 設置 くA21 ）」 の 共 有度が高く、
「敷地 内部の 静 か な と こ ろ を住宅 （A13 ＞」 「採 光

・
通 風 の 確保 の た

め 建物 を 分棟 （A17 ）」 「隣 同 士 で 中 庭 を連 続 させ る （A20 ）」 も 3

回 と共有 度が 比較 的高 い 。街区 単 位 で の 提 案 に つ いて は、「回遊性

の 向 上 （A36 ）」 の 共有度が高 い 。

3− 2　 空 間 イ メ ージの 連関 と関係性

　前 章 で 明 ら か に した 空間 イ メ
ー

ジ の 連関 に つ い て 図
一6に 示 す。

「駐車場 の 入 口 な どの 協調 （A3   」 と 「建物 の 雰 囲気 を同 じ も の に

す る （A5 ）1 の 間に 3 つ の 「発展」 の 運関 が あ り関係性が 強 い と言
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え る。更 にA30 と 「景観 に配 慮 し看 板な どを協調す る （A4 ）」 との

間 に も 2 つ の 「発 展」 の 連 関がある こ と か ら、駐 車 場 の 作 り方 と県

道沿道の 景観 形成 とは 同時 に 意識 され て い る こ と が分か っ た。ま た、
「K 川 沿 い の 通 り を歩 い て 楽 し い 通 りに す る （A23 ）」 と 「K 川 沿 い

を緑 化す る （A26 ）」 の 間 に 3つ の 「発展 」 の 連関が あ り関係性 が強

い と 言え る。

　他 に も、「隣 同士 で 中庭 を 連続 させ る （A20 ）」 と 「敷地奥へ 抜け

る通 路の 設置 （A2D 亅 の 間に 2 つ の 「発展」 の 連関、　A20 と 「回 遊

性 の 向上 （A36 ）亅 の 間に 2 つ の 「発展］ の 連 関、　 A21 と 「土蔵 の 有

効利用 （AIO ）」 の 間 に 2 つ の 「発展 」 の 連関、「駐 車場の
一

部 に憩

い の 場 を つ く る （A34 ）」 と 「現 在 あ る 樹 木 を 保 存 ・移 植 す る

（A39 ）」 の 間 に 2 つ の 「発 展 」 の連 関 が あ り、関 係 性 が 比 較 的 強 い

と言 え る。全体 的 に は複雑 な 連関 が 存 在 す る が、以 上 の よ う に 強 い

関係性 を もつ 空間イ メ
ー

ジ につ い て 明 らか に す る こ とが で きた。

3 − 3　 小 結

　空 間イ メ
ー

ジ の 出現数 に つ い て 分析す る こと に よ り、共有度 の 高

い も の を 中心と して、空間 イ メ
ー

ジ の共有度 に つ い て 明 らか に した。

また 連関 に つ い て 分析す る こ と に よ り、強 い 関係性 をもつ も の を 中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　 　 空間イメージの 出現数

　 　 　 At ； 空 間イ メージの記号

連関パ タン ；
空 蘭 　 　 　 　窒 間

イ メーVA 　 イ メージ B

　 −一や ：「発展」 Aか ら発展 して

　 　 　 　 　 Eが 提示 され た

　一一一〉一：「対処」 A に生じる不具

　 　 　 　 　 合 に対処 す るた め に B

　 　 　 　 　 が提示され た

　
一一一

っ ： 「置換 」 Aの 代螢累と し

　 　 　 　 　 て 日が 提示 され た

表一5　空闘イ メ
ー

ジ の 編集 に よ る イ メ
ー

ジ タイ プの作 成

空間イメ
ー

ジ （表
一
3の

1
大画 目 ．の分類によ る）イ メ

ー．
ジタ

イ ブの 番号

敷地の まちづ くり

単位　 のテ
ーマ

県道沿い　 十蔵　 住宅 の 建て
『K 川 沿 い 駐車場 街 区単 立

B1 A9
A21、A17Al9
．A13

幽 一 一
町冢 の

再生
B2

A21 ．A1 ア

A8 《 9 A23，A26A33 一
A13，A14

B3 A7 A35　A33 一
A10A21 A28土蔵 の

晒用

B41
筆 の

敷地
A7 一 A32 一

AIOA2 　 A15A22

B5 八 且
一 A21 ．A17Al8

．A19 A24 ．A26A33 一

A13AL5 ，
　尸

A25
瞳b

建物の

分棟
A7

A26A31
一

A19A13A16 ，A25
B7

‘ A30　A34
一

B8 A ワ 一 A36
A3　A6　A7 A2

A
B9 一

A1 AI 　 A20 ．A21 A3 　、A3
2 〜3
筆の

敷地

協調

建替 え A1 〆、2．A ・1、 A21， PA37
BIO A10

A23 ，A27，
　ワ 二

A16　　 2

B】】 A5．A8，A9，A10 卩
A12A17A13

、A19
A2

一
八39

凡例） ・A9 （細字） ・空間イメ
ージ の 出現 数が 2 回以 トで る こ とを示 す

　 　 ・A12 （太宇 〉 ： 空聞イメージ の 出現数が 3 回以 E であるこ とを示す

　　
・
〔＝ ：　発 展 　の連 関 に ある こ とを示す 、

　　 ・⊂：：：：：⊃ ： 比校的強い 関係 性が ある こ とを示 す ． 図一7　イ メ
ー

ジ タイ プの 例 （B8 ）
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「

心 と して 、空間イ メ
ージの 関係性 に つ い て 明 らか に した。

4 ．空 間 イ メ ージの 編集 に よ る イ メ ー
ジ タイ プの 提示

　本 章 で は 前 章 の 分 析 結果 か ら、空間 イ メ
ー

ジ を編集 して 空 間的 ま

と ま りで ある イ メ
ー

ジ タイプ を作成す る。編集 と作成 の 方法 は以下

の通 りで あ る。共有度 の 高い もの を含 む。関係性 の 強 い もの を優 先

し、「発展」 の 連 関ハ タ ン の もの を連続 させ る。対 象地 区 の ま ち づ

く りの テ
ー

マ を 考慮す る 。住民 が理 解 しや す い も の を 示 す 必 要が あ

るた め、基本的に 敷地 単位 で 空間 的 ま と ま り を表 現す る。CG で 3

次元的 に表現す る。イ メ
ー

ジ タイ プの例 を 図
一7に示 す。

　対象地 区 の ま ち づ く りの テ
ー

マ を考 慮 し、U の イ メージ タイ プ を

作 成 した。表一5にそ の 内容 を 示す。Bl，B2 は、「町 家の 再生 」 がテ

ーマ で、共有度が 高いA12 ，A21 ．A17 ，A13 を含 む。更 に B2は共有度

が高 く関 係性 の 強いA23 ，A26 を 含む。　B3，B4は、土蔵 の 活用 がテ
ー

マ で 、共 有度が 高 く 関係 性の 強 いA エ0，「敷地奥 へ 抜 け る 通 路 の 設 置

（Ml ）」 を 含む。更 にB3 で は 「通 りの に ぎ わ い づ く り （A2 ）亅 との

連 関 を 含 む。B4 で は 共有 度が 高 い 「3 階建 て は セ ッ トバ ッ ク す る

（A7 ）」 と そ の 連 関 を含 む。　 B5 ，B6 ，B7 は、建物 の 分棟 が テ
ー

マ で、

土 蔵 が 存 在 しな い 場 合 を想定 した。B5 は 共有度 が高 い 「敷地 奥へ 抜

け る 通 路 の 設 置 （A21 ）」 と 「採光 ・通風 の 確保 の た め建 物 を 分 棟

（A17 ）」 とその 連 関を含む。　 B6，B7 は共 有度が 高 い 「K 川 沿 い の 景

観 に 配慮する （A25 ＞」 と 「敷地 内部の 静か な と こ ろ を住宅 （A13 ）」

とそ の 連 関を含む。

　B8 か らBll は、協調 建替え が テ
ー

マ で 複 数 の 連 続 した 敷地 で 表現

した。共 有 度 が 高 い 「県 道 沿 道 の 建 物 の 雰 囲気 を 同 じ も の に す る

● 将 来 の 空 間 的 変 化、とその プ ロ セ ス を 実 感 す る こ と が で き た か ？

　 地 権 者役 （住民）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 蔑躍 機鰐 鱒轍
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
コ ン サル 役 （住 宅研 究会 ）　 　　　　　 　　　　　 　　　　 繋鷙熱黙

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L 　　 　　 ．　，、　　 　　 ．一一一一一一一一一一　一一．．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 　 　　 　20 　 　　 40 　　 　 60 　　　 80 　　 100 ％

● デ ザ イ ン ゲ ーム の 中 で の 参 加 者 間の 対 詣
地 権 者 役 （住 民 ） 間 で の

一
　 　 　

一一．
一 　

’一一一．一．一一一一一一一一一一
対 話

地 権 者 役 （住
　 　 　 　 　 　 住 民 の 回 答

民 ）と コ ン サ ル

役 （住宅 研 究 　住 宅 研究 会

会 ） 間で の 対 話 の 回 簽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 　　 　　20 　　 　 40 　　　 60 　 　　 80 　 　 100 ％

　 　　 凡 例 ）　■ た い へん よ く で き た　　　　 翻 ま あ ま あ よ く で き た

　 　　　 　
1

驪 あま りよ く で き な か った 　　 ［コ 全く で きな か った 　　 1

　 　　　 　　 図一8　 ま ちづ く りの 疑似体験 の 譁価

1 ．
罵．，縦． ． ．
　，F，

1

　　　 　 図一9　協 議ツ
ール と協議手法に 対 す る意向

（A5 ＞」 を含 む eB8 ，B9 は、共 有度が 高 く関係性 の 強い A5 ．「駐車場

の 入 口 な どの協 調 （A30 ）亅 と、同様 に 共有 度が 高 く関 係 性 の 強 い

「隣 同士で 中庭 を連続 さ せ る （A20 ）j 「敷地 奥へ 抜 け る 通 路 の 設 置

（A21 ＞」 「回 遊性 の 向上 （A36 ）」 と そ の 連 関を 含む。　 BIO ，B11 は、
A5 と の 連 関か ら 共 有 度が 高 い 「土 蔵 の 有効活用 （A10 ）」 を含 む。

更に BIO は 関係性 が 強い 「駐 車 場 の
一

部 に憩 い の 場 を つ くる （A34 ）」

「樹木 を保存 ・移植 （A39 ）」 を 含 み、　 Bll はAIO と の 連 関か ら 共有

度が 高 い 「隣 同 士 で 中庭 を連続 させ る （A20 ）」 「採光 ・通風 の確保

の ため建物を分棟 （A17 ）」 を含む。

　 こ こで は 以上 の よ うなイ メージ タイブを提示 した。

5 ．デザイ ン ゲ
ー

ム を継承 した協議手法の 検討

　デ ザ イ ン ゲ
ー

ム の 参加者 を対 象 に、「ま ち づ く り の 疑 似 体 験 の 評

価 」 と 「協議ッ ール と協議 手法 に 対す る意向」 に つ い て の ア ン ケ
ー

ト調 査 を実 施 した。調査 は 19 人 （22）に 対 して 、基本的に デザイ ンゲ

ー
ム の 後 に行 っ た。本章 で は こ の 調 査結果か ら、デザイ ンゲー

ム を

継承 した協議 手法に つ い て 検討す る。

5 − 1　 まちづ くりの疑 似体験の 評価

　 ま ち づ く りの 疑似体 験の 評価 につ い て の調 査結果 を 図
一8に示 す。

　将来 の 空 間的変化 と そ の プ ロ セ ス につ い て は、「地 権 者 役 （住 民 ）」

で 7 割 以上 、「コ ン サ ル 役 （住宅研 究 会 ）」 で 約 8割 が ほ ぼ 実感で き

て い た。また 「参加者間 の 対 話」 に つ い て は、デザ イ ン ゲーム の 経

過 の 例 （図一4） に 示 した 通 り、「地 権 者 役 （住 民 〉」 間で は、ほ ぼ全

員が対話 で きて い た。また 「地 権者役」 と 「コ ンサ ル役 （住宅研究

会）」 の 間 にお い て も、ほ ぼ全 員が 大体の 対話がで きて い た。

5− 2　協議 ツ
ー

ル と協議手法に 対す る意向

　協 議 ツ
ー

ル と協 議手 法 に 対す る 意 向 の 調査 結果 を 図一9 に 示 す。
「建替え の ガ イ ドライ ン 等 の 協議 ツ

ー
ル 」 の 必要性 に つ い て は．住

民 と住 宅 研究 会共ほ ぼ 全員が 必要 と 考え て い た。ま た 「実効性 の あ

る協 議 手 法 に 必 要な こ と」 に つ い て は、住民 と住宅研 究 会共 「住民

と専 門 家 ・行政 に よ る 対話 の 場」 が 最 も多 く、「写 真や 文 章 で 説明

す る建 替 え の ガ イ ドライ ン （協議 ツ
ー

ル ）」 が 2 番 目 に多か っ た。

5− 3　 小結

　参加者 はデザ イ ン ゲー
ム に よ っ て、活発な 対話 を行 い な が ら、将

来 の 空 間的変化 とそ の プ ロ セス を実感 して い た。そ して 参加 者は、

市街地更新 の 協 議手法 と して 、目標 空間 を具 体 的 に 示す 協 議 ツ
ー

ル

を使用 した 対話 の 場 を望 ん で い る こ とが 分 か っ た。

　以上 の こ と か らデザイ ン ゲー
ム を 継承 した 市 街地 更 新 の 協 議 手 法

は、目標空 間を 具体 的に 示す協議 ッ
ー

ル を使用 して 、活 発 な 対 話 が

行わ れ る 場 とす べ きで ある と判 断で き る。

　 　　　　 図一10　イ メ
ー

ジ タイ プの 評 価
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6．まちづ くり協議 に お け る イメ ージタ イ プの 効 果

前 章の 結果 を参 考 に して、「まちづ くり協 議 の シ ミュ レ
ー

シ ョ ン

WS 」 〔23） （以下 ： シ ミ ュ レーシ ョ ン WS ） を開催 した。そ の 中で イ

メ
ー

ジ タ イ プ を 使用 し、WS の 参加者 を対 象 に そ の 評 価 につ い て の

ア ン ケ
ー

ト調査 を行 っ た。本 章で は こ の 調 査結果 か ら、まちづ く り

協議 に お ける イ メ
ー

ジタイ プの 効果 に つ い て 明 らか に する。

6 − 1　 ま ちづ く り協議 の シ ミ ュ レ ーシ ョ ンWS

平 成12年10 月に 、ま ちづ く り協議 の シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン WS を 開 催

した。こ の WS は 住民の 十 分な対話 を引き出す協議 をシ ミ ュ レ
ー

シ

ヨ ンす る も の で ある 〔2．D。協議 ッ
ー

ル と して イ メ
ー

ジ タ イ プ と、都市

建築 模型の 小 型 CCD カ メ ラ映像 に よ る シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン シ ス テ ム

を使 用 した。プロ グラ ム はデザ イ ンゲー
ム （図一2） と基本 的に 同 様

で あ る が 、参 加 者 の 役 割 設 定 で 、「地 権 者役 」 「コ ン サ ル タ ン ト役」

に加 え、建 替 え 計 画 や 景 観 の 審 議 や 協 議 を 行 う機 関 を想 定 した 「ま

ち並 み 委員会 」 （25）を設 定 し た。イ メ
ー

ジ タイ プは主 に 「ま ち 並 み 委

員会 」 が 建替え の参 考 例 と して 提 示す る 形 で 使 用 した。参 加 者 は 17

人で あ っ た （表
一2＞。

参 加 者 は イ メ
ー

ジ タイ プ を参照 し、都 市建築模 型等 を 使用 し なが

ら、目標空 間像 とま ち づ く り協議 の 方法 を 検討 して い っ た 。シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ンWS は 2 時 間 半 程 の 時 間 で 終 了 した。

6 − 2　 WS 参 加 者の イ メ ージ タ イ プ の 評価

WS の 終 了後、参 加 者 （14 人 ）（26 ）に 対 し．イ メ
ー

ジ タ イ プの 評 価

に つ い て の ア ン ケート調査 を行 っ た。そ の 結 果 を 図一10 に 示 す。大

多数 の 「沿 道 住 民」 及び f周 辺住民 1 が 、建替 えの 検 討時 に イ メ
ー

ジ タ イ プ を 参 考 に した い と 答え て お り、更 に 、「沿 道 住民 」 及 び

「周辺住 民」 の 多 くが イ メ
ージ タイ プの 様 な建物 が実際 に で き る と

考え て い た。

6 − 3　 小結

　参加 者 は、イ メ
ー

ジ タ イ プ と シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン シ ス テ ム を 使用す

る まちづ く り協 議の 場 に お い て は、イ メ
ー

ジ タ イ プ を 目標 空 間 と し

て ほ ぼ共有で き て い た と言 え る。

7 ．ま とめ

　本研究で は、デザイ ン ゲー
ム に よ っ て 収集 し た 空 間イ メ

ー
ジ を分

析 し編集す る こ とで、まちづ く り協 議ッ
ー

ル の 1つ とな る、目標空

間を具体的 に示 すイ メ
ージ タイ プの 開発 を 行っ た。そ の 開発 過程 を

分析 する こ とで 、イ メ
ー

ジ タ イ プの 具体 化 と ま ち づ く り協 議に お け

るイ メ
ー

ジ タ イ プの 効 果 につ い て以 下 の 結 論 を得 た。

  対象地 区 にお け る デザイ ンゲー
ム の実 施 に よ り、39個 の 空 間 イメ

一
ジ を収 集 す る こ とが で き、出現 数 と連 関 に つ い て 分析 す る こ と で 、

空間 イ メ
ー

ジ の 共 有 度 と関 係 性 につ い て 明 らか に した。

  明 らか に した 空 間イメ
ー

ジの 共有度 と 関係性 に 基づ き、空間イ メ

一
ジ を 編集す る こ とで、対象地 区に お ける 目標 空間 を具体 的に 示す

イ メ
ー

ジ タ イ プ を提示す る こと が で きた。

  デザイ ン ゲー
ム を継承 した 市街地 更新の 協議 手法 は、目 標空間 を

具体的 に示 す イメ
ー

ジ タ イ プ等 の 協 議ッ
ー

ル を使用 して 、活発な対

話 が 行 わ れ る場 とす べ きで あ る 。

  イ メ
ー

ジ タ イ ブ は、ま ち づ く り協 議の 場 に お い て シ ミ ュ レ ーシ ョ

ン シス テ ム と同時 に使用 さ れ る こ と に よ り、目標空 間と し て 住民 に

ほ ぼ共 有 され る。
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注 釈
（1） 「旧 市街 地 」 は参 考 文献 2）の よ うな 定 義 付 け が され て い る が ．本 論 文で は、
歴 史rr勺資 源 が 乏 し い

．．・
般 的 な歴 史 的 市 街 地 を 「旧 市街 地 」 と 1呼ぶ 。

（2）歴 史 的 市 街地 の まち づ く り の課 題 は ．各 都 市 に よ っ て 様 々 で あ るが 、各 都

市の 「中心市街地 活性化 基本 計画亅 を参考に して iこなもの をこ こ で は記 した。
（3）築 音ら の 月査 に よ る と、平成 12年度 ま で に 中心市街地 活性化基本，言i・画を 策
定 した 約379 の 都市 （政 令指 疋 都 市を1除 く） の うち 、「ま ち づ く り 協定 」 が 存
在 し たの は 、63躑市で あ っ た 。ま たル ール に 基づ き 「審議会」 を 「必置 して い

る も の が 大半 で あ り，「協議会」 を 設蠶 して い る もの は 少なか っ た。
（4）縮 尺 1〆100で 、実際 の 遭 物 を撮 影 した 写 真 を 圃像 加 ．：Lニソ フ トで ゆが み 補 ⊥E
して 疏面に貼 り込ん だも の 。参 考文献4）参照 。
（5）参考 文献4）参照 。
（6）参考 文献4）参照。
（7）JR 　本松駅か ら2km 程の とこ ろ に あ り、周 囲 を 匠陵 に囲 まれ て い る た め ，
竹田地 区と根 崎地区 が

．．．・
体 とな っ て まちづ く り を行 っ て い る 。

（8）竹田 根 崎地区 を 會 む rl1心 vli街 地 の 状況 は ．「
．．
：本 松 市 中心 市 街 地 活 性 化基

本計画」　 本松 rtf （1999） に詳しい 。
（9＞県旭 は II．1奥州街 道で あ り、鶴 Ulm を18m に 拡幅する 計iltrlで あ る。
（10）丘 式 名は 「竹 田根崎 ま ちづ くり振 興会纛」。平成 13年 4 月 現 在、約 70の

11．f／帯 ・企 業が 会員に な っ て い る 。会 最は 会費 1 万 2 千II1／年を支払っ て い る 。
（11＞K 川 は江 戸期 につ く られ た 酊川 で 、氾 濫予防た め幅 7m に 拡幅す る と 共

に、親水 蜜 間 を 整 備 した 。また 河川 の 南側に は 4rn の 河川管理用 道路 Gb道）
を新 設す る 。1トi’成 ／3年 9 月 現 在 ．河 川 の 整 備 は ほ ぼ完

．’
rした が 、市道 整備は

途 中段 階 で あ る e
（12）

．
r．本松市 は 平成 9 年度 に 「HOPE 計画 1 を 策定 し 、平成10 年度か ら3 年

間 「HOPE 計 画推 進 拝業」 を行 っ た 。
（13 ）「HQPE 升画 推進 二Y秉」 に よ り紳成 さ れ た ．　：本松 市 の 建 設 関係 者 か ら

なる組織．設 ul 卦務所を開 業 して い る建築
．
Lが 中心 と な っ て活 動 して い る 。

（14 ）撃成11 年 ：3月 に彳1 こ な わ れ た 「ま ち な か 観 察 と ガ リバ ー地 図 づ く りJ の

準備 段階か ら係わ り始 めた 。平成 12 年度か らは福 島県の 「街路景 観形 成調盛

委託 」 によ り、「目標 イメ
ージゲ

ー
ム ．街路 空間 デザ イ ンゲーム 」 を 行 っ た 。

そ の後 も 二 本 松市 と福島梨の ソ フ ト 昇業 によ りまちづ く り支援 を続けて い る 。
（15） 「振 興会議 」 の 資 金 に よ り、空店舗 を賃借 して い る 。平成12年度 には 、
kl島県 の 空j、f 舗対策 卦k の 適用 を受 けた。「振興会議 」 は こ こ で まちづ くりの

会合 を開き、ま た
．
連のWS を 開 催す る こ とで 住民 の 合意形成 を図っ て い る。

（16）参加 者 50人 には 行政 関 係者は 含 ん で い な い 。各回、一二本松 「b謬の 行政関
係 者 が 2 〜3 名 参 加 した 。
（17 ）「T 街区 」 は 竹 田地 区 と根 崎地 区 の 境界部分の 県道 北側、「N 街区 」 は根
崎地 区 の 県扈 北側、「S地 区 」 は根 崎地 区 の 県道 南側 の 街 区 を想 定 して お り．
街 IX特性 調査 の 結果に 基づ き選 出し た。
（18 ）仮想街 区 の 単位 で で きた も の で 、都市建築 模型 に よ り表 現 され た 空 間 イ

メ
ー

ジの集 合体である。
（19）DV で 定点di．9 す る とともに ．フ ァ シ リテ

ー
タ
ー

が模造紙 に記録した 。
（20）参考 文献 5）参照。ま た 深沢 らは 「空間 イメ

ー
ジ」 を 「ア イ デ ィ ア 」 と呼

んで い る e

（21）デザ イ ン ゲ
ー

ム の 経 過 と個 人の 関心領域 に つ いて の分 析 か ら連 関 ハ タ ン

を決 定 した。こ こで は 「連結 」 に 当 た る連関 が 存在 しなか っ たため除外 した。
（22）住宅研 究 会 の 5 人 を 含 み ．住民 か ら は無 作為に抽 出 した。

．

（23）振 興 会議 が 主 催す る 形で 、デザイ ンゲ
ー

ムを継承 して どの よ うなまちづ
く り脇議 の仕組み を 作るべ きか 検討 した 。こ れに よ り実際 の まちづ く りで も 、
建替 え に な る 建物を 対象 と した 「デザイ ン協 議亅 が開催 されるよ うにな っ た。
（24 ）注（23）で も述 べ た 「デ ザイ ン協 議 」 と い う 、．卜分な 対 話を 行 う協 議が 行
われ て い る 。平成14年 1 月 現 在17件の 協議 が 完 了 して お り，8件 の 雉物が 兀

成 して い る。蔵 を 活 用 し た 飲食店 もで き て お り．そ れ に よ っ て 住 民の ま ち づ

く り へ の 共感が 生ま れ て きて い る 。また デザイ ンゲーム 等の ．．．・連の WS の 成
果と して 、平成13年 12月に景観協 定が締結 され、平成 14年 2 月 に は 癌島 県 景

観条例 の 認定 を 受けた。
（25）実際 に 、振興会議 と一二本松 市

・
筆者 らの 研 究室で 設 立を 検討 して い る も

ので あ る 。「振興 会議 」 の 役員等の まちづ く りの リ
ー

ダ
ー

とittd研 究会で 構成
す る こ とを想 定 して い る 。
（26 ）参加 者の 内 、竹 出 根崎 地 区 の 住 民で あ る 14人 を 対象 と した 。
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